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本校…〒８０８－０１０８  

若松区大字小竹２２２７番地   電話（０９３）７９１－０５４４ 

分校…〒８０８－０１２４ 

若松区大字安屋２２８０番地の２ 電話（０９３）７４１－０４８９ 

北九州市立花房小学校・安屋分校 平成２６年１０月２８日（火）№16 

(本校児童数 ９学級…１９０名、安屋分校児童数 ２学級…１１名 計２０１名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら学び 

心豊かで 

たくましい 子どもの育成 

 発行者 校長 細山田 修 

①はっきりと話ができる 

②なかよくできる 

③ふしぎなことを発見できる 

④さいごまでがんばる 

子どもを目指しましょう。 

 

「秋の田の かりほの庵の 苫をあらみ 我が衣手は 露にぬれつつ」 天智天皇 

学校の周りでは、稲刈りも終わり（本校４年生の「花房水田」も、子どもたちが鎌で刈り取りま

した。後日、ご報告いたします。）すっかり秋めいて参りました。 

さて、遅くなりましたが、去る７月１１日、１２日、西日本総合展示場で開催された「いじめ防

止サミット」の報告会（９月 日）の様子を下記にお知らせいたします。 

「夜１０時 携帯・スマホ 電

源ＯＦＦ いじめをなくそう

家族で取り組み」 

全校児童が、サ

ミットに参加した

３名の６年生から

報告を受け、感想

を出し合いまし

た。そして、スロ

ーガン「なくそう

いじめ ふやそう

笑顔」を斉唱し、

花房小学校でも、

いじめがないよう

にすることを誓い

ました。 
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平成２６年度 全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について 

 

       
       
       
       
       
       

１．教科に関する調査結果の概要 
   

①�  学力調査結果と分析 
 

カテゴリー 全国平均との比較 学力調査の分析（傾向や特徴） 

国語Ａ 全国平均正答率を下回っている。 

・全国平均正答率をやや下回っていたが、昨年度より差は縮まっ

てきた。 

・言語についての知識・理解・技能にやや課題がある。 

国語Ｂ 全国平均正答率を下回っている。 

・全体的には全国平均正答率を下回っていた。 

・分かったことや疑問に思ったことを整理し、それらを関係付けな

がらまとめて書く問題に課題がある。 

数学Ａ 全国平均正答率を下回っている。 
・全国平均正答率をやや下回っていたが、数と計算においては、

正答率が全国平均とほぼ同じだった。 

数学Ｂ 全国平均正答率を下回っている。 
・全体的には全国平均正答率を下回っていたが、無解答率は全

国よりも低く、問題を粘り強く取り組むことができるようになった。 

 ② 学校における学習状況に関する調査結果と分析 本校と本市の対全国比（全国を１とする） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２６年４月２２日（火）に、６年生を対

象として、「教科（国語・算数）に関する調査と「児童質問紙調査」を実施いたしました。  

 この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。学

校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。  

 なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過

ぎません。本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。     

 



 ３ 

２．家庭生活習慣等に関する調査結果の概要 
    

① 家庭学習習慣に関する調査結果と分析 学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくら

いの時間，勉強をしますか（学習塾や家庭教師含む） 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 生活習慣等に関する調査結果と分析 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組 

①�  教科に関する取組 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 家庭生活習慣等に関する取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テレビ等の接触時間は増加し、３時間以上の長時間の利用の割合も増えていた。 

・テレビゲーム等の時間も増加し、４時間以上の長時間の利用の割合は、全国より１０ポイントも高くなっ

ていた。 

・将来の夢や希望をもっている児童は全国と同じくらいいる。しかし、自分には、よいところがあると思う

と答えている児童の割合は、全国に比べると９ポイントも低く、自尊感情が向上するような取組を行うこと

とそれぞれの夢を実現させるために具体的な目標設定を行い、行動に結びつけさせることが必要である。 

◎ 学力向上のための特設時間の実施 

 ・スキルアップタイムを火曜日、水曜日、金曜日の朝８：３５～８：５０に設定する。 

  火曜日：国語 水曜日：算数 金曜日：算数（基本的な問題に取り組む） 

 ・職朝がある月曜日は読書、木曜日は各学級の取組を行う。 

 ・国語の授業の始めに、ひまわりの音読を行う。 

 ・国語・算数のアシストシート、基礎基本を含む活用力を育成する教材集（５・６年）を職員室の棚に、 

  過去問題や単元 別プリントを学年別引き出しに準備する。 

◎ 過去問題、アシストシート、活用力を高めるワークの活用 

 ・アシストシートやＷＥＢ問題を導入やスキルアップタイムで行い、答え合わせ、解説、やり直しを行う。 

 ・アシストシートと過去問を冊子にして、冬休み・春休みの「宿題帳」とする。 

◎ 「書く」ことを習慣化 

 ・学習のめあて、まとめをすばやく書けるようにする。 

 ・学習の最後に、「振り返りタイム」として、振り返りを書くようにする。 

◎ 宿題のスタンダード化（時間、学年別、教科別内容） 

 ・（１５分×学年）時間程度の課題を出す。（原則、 読み・書き・計算を中心とした課題を出す。） 

 ・自主学習ノートの活用 

 ・「家庭学習の約束」の作成・実施 

 ・「家庭学習チャレンジハンドブック」の活用 

 ・家庭学習の必要性について、学校、学年、学級通信や学級・個人懇談会等で保護者への啓発を図る。 

 ・冬休み・春休みの宿題に、過去問やアシストシートを活用 

◎ 全国学力・学習状況調査の課題と取組等を保護者へ周知 

 ・ＰＴＡ理事会や学年懇談会等で、結果と取組を説明し、家庭と連携し協力体制を整える。 
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本校教職員

は、全員が、「一

時間一時間の授

業で、学力を高

める｣ために研

究授業を行い、

日々、互いの授

業改善に取り組

んでいます。右

の写真は、講師

をお招きしての

研究協議の様子

です。 

 本校では、算数科を中核に

授業研究を行っています。ま

ず、児童一人一人が、問題の

自力解決に取り組み、ペア

で、その考えを説明し合い、

全体でねりあいながら、思考

力、判断力、表現力を高めつ

つ、基礎基本の定着や活用力

の向上を目指しています。 

残念ながら、全国学力検査

は、全国平均正答率を数ポイ

ント下回っていましたが、

徐々にその差は、縮まってき

ています。１月のＣＲＴ学力

検査に向け、どの学級も、頑

張っているところです。 


